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Problem-Solving Strategies in Interpersonal Conflict between Infants :
A Developmental Research Based on Scripts
鈴 木 成 子＊，野 中 弘 敏
































































































































































ける。一方，S 子と H 男は相談しながら家
を作っていく。
S 子：「ここがドアで，そこ物置。」
H 男：「ここが H のお家ね。」
K 男：「ここ K のお家だよ。」
H 男は K 男に自分の作ったお家を取られ
そうになり，困惑した表情をしている。そし





S 子のお家も繋がっていたために S 子のお
家も壊れそうになり，２人で K 男に向かい，
押すのをやめるように言う。すると K 男は，







































A 男は次に S 子の部屋に入ろうとする。























































































と家の中にいる A 子と S 子に向かって言




















K 男と S 男は，Y 男と N 男とは少し離れ
た場所でそれぞれブロックを並べ，電車を
作って遊んでいる。ようやく Y 男は N 男か
ら離れ，Y 男は次にトラックを作って，押し






















ねーちょっと，ねー。」すると，Y 男は N 男
の体を揺すりながら降りて欲しいことを繰り
















Y 男はようやく N 男が降りてくれたの
で，すぐに笑顔になりトラックを押して遊び
始める。



















































K 男（年中児男児）と S 子（年中児女児）
の２人は実習学生が回す長縄に入り跳ぶ遊び














































実習学生：「ほら，K 君と S ちゃんのと
ころに行こう。」












す る こ と と 関 係 し て い る と い う 指 摘（山
本，１９９４）から，保育者が「謝罪－許容スクリプ
ト」を用いた介入行動をする機会が多くなると考







面が生じてしまった。その後 K 男・S 子が H 男
に対し「ごめんね」と謝罪するが，H 男は何も言
わずに逃げ出してしまった。保育者（実習学生）
は H 男が落ち着くまで待ち，K 男と S 子に「『い
いよ』と言ってあげて」という許容スクリプトに
基づいた介入行動を行っている。その後 H 男は，











K 男（年長児男児）と A 子（年長児女児）
はオープンスペースに置いてあるブロックを
組み合わせて家を作って遊んでいる。その近
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A 子は，H 男と S 男が違う場所に行って
もらえるように悪者を倒すように指令を与え
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